
経済産業省 

 

 

２０２０１２０２貿局第１号 

  輸出注意事項２０２０第３５号 

         
 

輸出貿易管理令の運用についての一部を改正する通達を次のように制定す

る。 
 

   令和２年１２月１０日 

 

 

 

                            経済産業省貿易経済協力局長 飯田 陽一 

 

 

 

輸出貿易管理令の運用についての一部を改正する通達 

 
 

輸出貿易管理令の運用について（昭和６２年１１月６日付け６２貿局第３２

２号・輸出注意事項６２第１１号）の一部を別添の新旧対照表のとおり改正す

る。 
 

   附 則 

 この通達は、令和３年１月２７日から施行する。 
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輸出貿易管理令の運用についての一部を改正する通達新旧対照表（傍線部分は改正部分）

○輸出貿易管理令の運用について（昭和６２年１１月６日付け６２貿局第３２２号・輸出注意事項６２第１１号）

改 正 後 現 行

（略） （略）

０ （略） ０ （略）

１ 輸出の許可 １ 輸出の許可

１－０ （略） １－０ （略）

１－１ 輸出の許可 １－１ 輸出の許可

（１）～（６） （略） （１）～（６） （略）

（７） 輸出令別表第１の中欄に掲げる貨物に関する輸出の許可 （７） 輸出令別表第１の中欄に掲げる貨物に関する輸出の許可

（イ） 輸出令別表第１の解釈 （イ） 輸出令別表第１の解釈

（略） （略）

輸出令 輸出令別表第 輸出令 輸出令別表第

別表第 １中解釈を要 解 釈 別表第 １中解釈を要 解 釈

１の項 する語 １の項 する語

２ （略） （略） ２ （略） （略）

分離用若しく 放射線を照射した核燃料物質、核原料 分離用若しく 放射線を照射した核燃料物質、核原料

は再生用に設 物質（以下「照射済み核燃料物質等」 は再生用に設 物質（以下「照射済み核燃料物質等」

計した装置 という。）の処理の過程と通常の状態 計した装置 という。）の処理の過程と通常の状態

において照射済み核燃料物質等と接触 において照射済み核燃料物質等と接触

する装置並びに次のいずれかに該当す する装置並びに次のいずれかに該当す

るものをいう。 るものをいう。

イ ［略］ イ ［略］

ロ 照射済み核燃料物質等の溶解のた ロ 照射済み核燃料物質等の溶解のた

めに特に設計又は製造された溶解器 めに特に設計又は製造された臨界安

又は溶解槽であって、機械装置を用 全槽（小径、環型又はスラブ型）で

いたもののうち、高い温度で腐食性 あって、高い温度で腐食性のある液

のある液体に耐える能力を有し、か 体に耐える能力を有し、かつ、遠隔

つ、遠隔で照射済み核燃料物質等の 操作で燃料の挿入及び保守が可能な

挿入及び保守が可能なもの もの
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ハ～ホ ［略］ ハ～ホ ［略］

（略） （略） （略） （略）

３の２ （略） （略） ３の２ （略） （略）

水疱性口内炎 （略） 水胞性口炎ウ （略）

ウイルス イルス

（略） （略） （略） （略）

４ （略） （略） ４ （略） （略）

最大推力 （略） 機体に搭載さ （略）

れていない状

態における最

大推力

燃料消費率 海面上における国際民間航空機関が定 （新設） （新設）

める標準大気状態での機体に搭載され

ていない状態における最大連続推力に

よって決定されるものをいう。

デトネーショ （略） デトネーショ （略）

ンエンジン ンエンジン

複合サイクル ターボジェット、ターボプロップ、タ 複合サイクル （新設）

エンジン ーボファン、ターボシャフト、ラムジ エンジン

ェット、スクラムジェット、パルスジ

ェット、デトネーション、ロケットモ

ーター又はロケットエンジン（液体状

、ジェル状又は固形の推進薬又はハイ

ブリッド）のうち、２つ以上のサイク

ルを使用するエンジンをいう。
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（略） （略） （略） （略）

（略） （略） （略） （略）

５ （略） （略） ５ （略） （略）

貨物等省令第 （略） 次のいずれかに該当 貨物等省令第 繊維を二次元に織り

４条第二号ロ するものを除く。 ４条第二号ロ 込んだ成型品又は半

（一）の炭素 イ 繊維を二次元に （一）の炭素 製品であって、金属

繊維を使用し 織り込んだ成型品 繊維を使用し の焼き戻し用の熱処

た同号ロの成 又は半製品であっ た同号ロの成 理炉又はけい素ブー

型品 て、金属の焼き戻 型品 ル製造用装置用に設

し用の熱処理炉又 計されたものを除く

はけい素ブール製 。

造用装置用に設計

されたもの

ロ ２５ミリメート

ル以下の長さに機

械的に切断又は粉

砕された炭素繊維

を使用したもの

（略） （略） （略） （略）

電子機器の冷 （略） 電子機器の冷 （略）

媒用に設計し 媒用に使用す

た液体であっ ることができ

て、フルオロ る液体であっ

カーボンから て、フルオロ

なるもの カーボンから

なるもの

（略） （略） （略） （略）

６ （略） （略） ６ （略） （略）
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貨物等省令第 複数の対象となる加工方法を行うこと 貨物等省令第 複数の対象となる加工方法を行うこと

５条第二号中 ができる工作機械（貨物等省令第５条 ５条第二号中 ができる工作機械（貨物等省令第５条

の工作機械 第二号イ（三）に該当するものを除く の工作機械 第二号イ（三）に該当するものを除く

。）にあっては、可能な全ての加工方 。）にあっては、可能な全ての加工方

法に対し、関係する全ての規制項目を 法に対し、関係する全ての規制項目を

確認し判断すること。 確認し判断すること。

旋削、フライス削り又は研削の能力に

加えて積層造形の能力を有する工作機

械は、関係する規制項目を確認し、判

断すること。

（略） （略） （略） （略）

加工中に中心 （略） 加工中に中心 （略）

線の他の軸に 線の他の軸に

対する角度を 対する角度を

変更すること 変更すること

ができるスピ ができるスピ

ンドル ンドル

部分品 （略） 部分品（貨物 （略）

等省令第５条

第一号を除く

。）

（略） （略） （略） （略）

７・８ （略） （略） ７・８ （略） （略）

９ （略） （略） ９ （略） （略）

ハードセレク （略） 貨物等省令第

ター ８条第五号の

ハードセレク
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（略） ター （略）

（略） （略） （略） （略）

貨物等省令第 （略） 貨物等省令第 （略）

８条第九号か ８条第九号か

ら第十一号ま 貨物等省令第２１条 ら第十一号ま 貨物等省令第２１条

での規定中の 第一項第九号及び同 での規定中の 第一項第九号に該当

装置若しくは 項第九号の二に該当 装置若しくは するプログラムのみ

システム又は するプログラムのみ システム又は により第８条第九号

その部分品 により第８条第九号 その部分品 から第十一号までの

から第十一号までの いずれかに該当する

いずれかに該当する 貨物の有する機能と

貨物の有する機能と 同等の機能を実現す

同等の機能を実現す るものを除く。

るものを除く。

（略） （略） （略） （略）

パーソナルエ 任意の数の独立したデジタル情報送受 パーソナルエ 任意の数の独立したデジタル情報送受

リアネットワ 信装置が、互いに直接通信することが リアネットワ 信装置が、互いに直接通信することが

ーク でき、かつ、個人又はデバイスコント ーク でき、かつ、個人又はデバイスコント

ローラーが物理的に近接する範囲（一 ローラーが近接する範囲（一部屋、自

部屋、自動車及びそれらの周辺など） 動車及びそれらの周辺など）の通信に

の通信に制限されたテータ通信システ 制限されたテータ通信システムをいう

ムをいう。また、ローカルエリアネッ 。

トワークは、パーソナルエリアネット

ワークの範囲を地理的に超えるものを

いう。

（削る） （削る） 暗号機能を使 製造者がカタログ等において、暗号機

用して通信を 能に係る通信距離が三○メートルを超

行うことがで えないものとしているものをいう。

きる範囲が三

○メートルを
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超えない範囲

に限定されて

いるもの

（削る） （削る） 暗号機能を使 製造者がカタログ等において、暗号機

用して通信を 能に係る通信距離が一○○メートルを

行うことがで 超えないものとしているものをいう。

きる範囲が一

○○メートル

を超えない範

囲に限定され

ているもの

（略） （略） （略） （略）

暗号機能有効 次のいずれかに該当するものをいう。 暗号機能有効 次のいずれかに該当するものをいう。

化の手段を用 イ 暗号機能有効化の手段を用いるこ 化の手段を用 イ 暗号機能有効化の手段を用いるこ

いることによ とによってのみ、ある貨物（貨物等 いることによ とによってのみ、ある貨物（貨物等

ってのみ、あ 省令第８条第九号から第十二号まで って、ある貨 省令第８条第九号から第十二号まで

る貨物又はあ に該当しないものに限る。）を第九 物又はあるプ に該当しないものに限る。）を第九

るプログラム 号イに該当するもの（第九号ヘに該 ログラムの暗 号イに該当するもの（第九号ヘに該

の暗号機能を 当しないものに限る。）に変換し、 号機能を有効 当しないものに限る。）に変換し、

有効化するも 又はあるプログラム（第２１条第１ 化するもの 又はあるプログラム（第２１条第１

の 項第七号、第七号の二、第八号の二 項第七号、第八号の二、第九号又は

、第八号の三、第九号、第九号の二 第十七号に該当しないものに限る。

又は第十七号に該当しないものに限 ）を第２１条第１項第九号（第８条

る。）を第２１条第１項第九号（第 第九号イ又はハからホまでに係るも

８条第九号イ又はハからホまでに係 のに限る。）に該当するものに変換

るものに限る。）に該当するものに するように設計し、若しくは改造し

変換するように設計し、若しくは改 たもの

造したもの

ロ 暗号機能有効化の手段を用いるこ ロ 暗号機能有効化の手段を用いるこ

とによってのみ、貨物等省令第８条 とによってのみ、貨物等省令第８条

第九号から第十二号までのいずれか 第九号から第十二号までのいずれか

に該当する貨物又は第２１条第１項 に該当する貨物又は第２１条第１項
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第七号、第七号の二、第八号の二、 第七号、第八号の二若しくは第九号

第八号の三、第九号若しくは第九号 に該当するプログラムに第九号イに

の二に該当するプログラムに第九号 該当する貨物の有する機能と同等の

イに該当する貨物の有する機能と同 機能を追加することができるように

等の機能を追加することができるよ 設計し、又は改造したもの

うに設計し、又は改造したもの

暗号解析機能 （略） 暗号解析機能 （略）

貨物等省令第 電子計算機の端末又は通信端末のオペ （新設） （新設）

八条第十一号 レーティングシステム又はファイルシ

中の電子計算 ステムによる変換を伴わずに当該機器

機の端末又は の記憶媒体（例えば、ＲＡＭ、フラッ

通信端末から シュメモリー又はハードディスク）か

生データを抽 らバイナリーデータを取り出すことを

出 いう。

（略） （略） （略） （略）

１０～ （略） （略） １０～ （略） （略）

１２ １２

１３ 貨物等省令第 １キログラム当たり４２メガジュール １３ 貨物等省令第 １キログラム当たり４２メガジュール

１２条第二号 の正味の比エネルギー（正味の発熱量 １２条第二号 の正味の比エネルギー（正味の発熱量

ロ中の補正燃 をいう。）（国際規格ISO３９７７－２ ロ中の補正燃 をいう。）（国際規格ISO３９７７－２

料消費率 ：１９９７）を有する船舶用に蒸留し 料消費量 ：１９９７）を有する船舶用に蒸留し

た液体燃料に補正したエンジンの燃料 た液体燃料に補正したエンジンの燃料

消費率をいう。 消費量をいう。

（略） （略） （略） （略）

姿勢及び軌道 （略） 姿勢及び軌道 （略）

の制御 の制御

準軌道用の飛 人又は貨物の輸送のために設計したエ （新設） （新設）



- 8 -

しょう体 ンクロージャーを有するものであって

、次の全てを行うために設計したもの

をいう。

イ 成層圏を越えて飛行すること

ロ 地球周回軌道でない宇宙空間を飛

行すること

ハ 人又は貨物を乗せ、損傷を与える

ことなく、地球に帰還すること

（略） （略） （略） （略）

超合金 ニッケル、コバルト又は鉄の合金であ 超合金 ニッケル、コバルト又は鉄の合金であ

って、６４９度を超える温度における って、６４９度を超える温度における

使用条件のもとで、４００メガパスカ 使用条件のもとで、ＡＩＳＩ３００系

ルにおける応力破断寿命が１，０００ 列より優れた強度を有するものをいう

時間を超え、かつ、最大引張強度が８ 。

００メガパスカルを超えるものをいう

。

（略） （略） （略） （略）

１４ （略） （略） １４ （略） （略）

貨物等省令第 貨物等省令第

１３条第７項 １３条第９項

又は第８項に 又は第１０項

掲げる貨物 に掲げる貨物

１５ （略） （略） １５ （略） （略）

貨物等省令第 （略） 貨物等省令第 （略）

１４条第十号 １４条第十号

中の防音装置 中の防音装置

貨物等省令第 ターボジェット、ターボプロップ、タ （新設） （新設）
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１４条第十一 ーボファン、ラムジェット、スクラム

号中の複合サ ジェット、ロケットモータ又はロケッ

イクルエンジ トエンジン（液体状、ジェル状又は固

ン 形の推進薬又はハイブリッド）のうち

、２種類以上のものを組み合わせたも

のをいう。

１６ （略） （略） １６ （略） （略）

（ロ）～（ニ） （略） （ロ）～（ニ） （略）

（８） （略） （８） （略）
２～１３ （略） ２～１３ （略）

別表第１ 輸出許可等の事務の取扱区分 別表第１ 輸出許可等の事務の取扱区分

別表第２～別表第７ （略） 別表第２～別表第７ （略）


